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前期日程

教育人間科学系共通　小論文問題

(教 育 学 部)

注 意 事 項

1．試験開始の合図があるまで問題冊子を開いてはいけません。

2．問題に落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所等があった場合には申し出てください。

3．解答は指定の答案用紙に記入してください。

4．答案用紙は持ち帰ってはいけません。

5．問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。

6．時間は120分です。



1　比喩というものによって，あることが理解できるようになった経験が，みなさ

ん にはあると思 います。

一例を小説の中から引用します。

「事実 というのは砂に埋 もれた都市のようなものだ。時間が経てば経つほど

砂がますます深 くなっていく場合もあるし，時間の経過 とともに砂が吹き払わ

れ，その姿が明らかにされてくる場合もある。」

村上春樹(2013)『色彩を持たない多崎つ くると，彼の巡礼の年』

(文藝春秋)よ り引用

まず，上記の「砂に埋もれた都市」という比喩によって，あなたが理解できたこ

とを説明 して ください。

さ ら に ， 上 記 の 比 喩 に よ っ て ， な ぜ あ な た が 理 解 で き た の か を 考 察 し て く だ さ

い。

(600字 以 内)



2　 2012年 夏，NHKは 全国 の中高 生 と親 を対象 に 「中学生 ・高校 生 の生活 と意識

調 査」を実施 しま した。 この調 査 は，1982年 ，1987年 ，1992年 ，2002年 に続 く

10年 ぶ り5回 目の調査 です。 この結果の一部を以下 に示 しています。

(1)の図1は，「学校は楽しいか」という問いに対する結果です。(2)の図2は，そ

こで「とても楽しい」「まあ楽しい」と回答した中高生に，「いちばん楽しいこと」を

たずね た結果 です。

これ らの結果か らわかる ことを述べ て ください。

さ らにそれ らを踏 ま えて，2012年 現 在 の中高生が持 つ学校 に対す る意 識 につ

いて論 じて ください。

(600字 以 内)

(1)中高生に対して「学校は楽しいか」という問いを，「とても楽しい」「まあ楽し

い」「あま り楽 しくな い」「ぜんぜん楽 しくな い」「わか らない」とい う五つ の選択

肢で たずね ま した。

図1　学校は楽しいか〈中高別〉

〈中学生 〉 「楽 しい(と て も+ま あ)」
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〈高校生〉 「楽 しい(と て も+ま あ)」
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■ とても楽 しい■ まあ楽 しい■ あまり楽 しくない

■ ぜんぜん楽 しくない□ わか らない，無回答



(2)　学校は「とても楽しい」「まあ楽しい」と回答した中高生に，「いちばん楽しい

こと」を以下に示 す四つ の選択 肢でたずね ま した。 これは2012年 のみのデータ

しかあ りません。

図2　 学校 で いちばん楽 しいこと

(学校は 『楽 しい(と て も+ま あ)』と回答 した人，

全体で 回答の 多い順)〈中高別〉

中学生
(537人)

68% 27 3

2
高校生
( 5 3 4 人 ) 7 7

19

3

1

■ 友だ ちと話 した り一緒 に何か した りす るこ と(72%)

■ 課外の部活動(23)

□ 授業(3)

■ 先生 と話 した り一緒 に何か した りす ること(1)

わからない，無回答は中高とも0%
*(　)内は中高全体の結果

出典:『 放送研究 と調査』2013年1月 号NHK出 版

(注)

調査方法:個 人面接

有効回答数：1982年は3165人。うち中学生1764人，高校生1350人。

1987年は1556人。うち中学生827人，高校生729人。

1992年は1459人。うち中学生729人，高校生730人。

2002年は1341人。うち中学生650人，高校生671人。

2012年は1142人。うち中学生570人，高校生557人。




